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研究成果の概要（和文）：大災害の発生後に心血管病は急増する。災害後に心血管病が急増する機序の解明およ
び予防法の確立が急務である。心臓拍動の変動（以下、心拍変動）の低下は、心血管調節系の異常やストレスの
強さを反映し、心血管病の予後指標である。平成19年より蓄積してきた日本全国のホルター心電図大規模データ
ベースを用い、平成23年に発生した東日本大震災が心拍変動に与えた影響を検討した。平成23年は、被災地住民
の心拍変動は他の年に比較し低下していた。しかし、非被災地住民においては、このような傾向は認められなか
った。この結果は、災害発生後に心血管病が急増する機序に心血管調節系の異常やストレスの増大が寄与する可
能性を示唆する。

研究成果の概要（英文）：Although cardiovascular events have been reported to increase after great 
disaster, the mechanisms remain unknown. Decreased heart rate (HR) variability predicts 
cardiovascular mortality in various populations. We have constructed Holter ECG big data in a 
project named the Allostatic State Mapping by Ambulatory ECG Repository (ALLSTAR) since 2007. We 
examined the impact of the Great East Japan Earthquake that occurred in 2011 on HR variability using
 the database of ALLSTAR project. In affected area, deceleration capacity, a powerful predictor for 
mortality among measures of HR variability, was decreased in 2011 compared with other years. In 
unaffected area, no such decrease was observed. We observed that the Great East Japan Earthquake 
decreased HR variability. These results suggest that decreased HR variability may contribute to an 
increased risk for cardiovascular mortality after great disaster. 

研究分野： 循環器内科学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

大災害の発生時や発生後に、突然死、急性冠

症候群、たこつぼ型心筋症などの心血管病は

急増する。災害時に心血管病が急増する機序

の解明および予防法の確立が急務である。申

請者らはホルター心電図を用いて解析した

心臓拍動の変動（以下、心拍変動）の低下は、

心血管調節系の異常やストレスの強さを反

映し、心血管病の強力な生命予後指標となる

ことを報告してきた（Fukuta H, et al. Kidney 

Int. 2003, Fukuta H, et al. NDT. 2003）。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、申請者らが平成 19 年より

蓄積してきた日本全国のホルター心電図大

規模データベースを用い、平成 23 年 3 月に

発生した東日本大震災が心拍変動に与えた

影響を検討することであった。 

 

３．研究の方法 

（１）データベースの構築 

平成 19 年 11 月より、日本全国の病院および

診療所から（株）スズケンのホルター心電図

解析センターに解析が依頼された全ての 24

時間ホルター心電図データを蓄積した日本

全国のホルター心電図データベース(1 心拍

毎の測定時刻は秒単位、地点は郵便番号)に、

東日本大震災に関するデータを組み合わせ

ることにより、本研究に使用するデータベー

スを構築した。 

 

（２）心拍変動指標の解析 

本研究では、東日本大震災発生前後の以下の

心拍変動指標の変化および地域差を分析し

た。 

 

①従来の心拍変動指標：ホルター心電図の洞

調律 R-R 間隔（以下 N-N 間隔）の時間領域お

よびスペクトル解析から得られる周波数領

域 の 指 標 を 解 析 し た （ Circulation. 

1996;93:1043-1065）。 

 

時間領域 

・N-N 間隔の標準偏差（SDNN） 

周波数領域 

以下 4 種の成分のパワーを解析する。 

・高周波成分（high frequency [HF], 0.04～

0.15Hz） 

・低周波成分（ low frequency [LF], 0.04～

0.15Hz） 

・超低周波（very low frequency [VLF], 0.0033

～0.04Hz） 

・極低周波成分（ultra-low frequency [ULF], 

<0.0033Hz） 

 

②心拍ダイナミクス指標：上述の従来の心拍

変動指標では評価できず、かつ強力な予後予

測力を持つ事が知られている非線形心拍変

動指標として、以下の心拍ダイナミクス指標

を解析した。 

・ フ ラ ク タ ル 性 を 反 映 す る detrended 

fluctuation analysis (DFA) index (α1 および α2) 

・心拍変動に見られる瞬時心拍数の減速

（deceleration capacity：DC） 

 

４．研究成果 

（１）ホルター心電図データベース 

平成 19 年 11 月から平成 26 年 3 月までに 30

万件のホルター心電図のデータが蓄積され

た。ホルター心電図データは、全都道府県に

おいて、すべての月において万遍なく集積さ

れた。 

 

（２）患者背景 

30 万件のデータベースのうち、14 万件は男

性で、16 万件は女性であった。男性および女

性の年齢の中央値（四分位範囲）は各々68

（56-77）才および 70（58-79）才であった。

男性および女性の各々76％および 83％が洞

調律であり、本研究の心拍変動解析の対象と



なった。 

 

（３）東日本大震災と心拍変動指標 

東日本大震災が発生した平成 23 年（2011 年）

は、被災地住民の DC および DFAα1 は他の年

に比較し低下していた。しかし、非被災地住

民においては、このような傾向は認められな

かった。従来の心拍変動指標については、被

災地・非被災地ともに、大震災発生年と他の

年の間に差は認められなかった。心拍変動指

標の中でも、特に心血管病の強力な生命予後

指標である DC の累積度数分布を、被災地お

よび非被災地、大震災発生年（2011 年）およ

び発生前年（2010 年）に分けて図１に示す。 

図１ 

 

（４）考察 

本研究において、東日本大震災は被災地住民

の非線形心拍変動指標を低下させたことが

明らかとなった。本研究の結果は、大災害の

発生時や発生後に、心血管病が急増する機序

に、心血管調節系の異常やストレスが寄与す

ることを示唆する。ホルター心電図を用いた

心拍変動解析は、大災害の発生時や発生後の

心血管病発症リスクの層別に有用である可

能性が示唆された。 
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